
　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　長谷川正勝

先週の公開例会では会員の皆さんご協力

いただき無事終えることが出来ました。

ありがとうございました。

この例会では「地域の子どもたちを見つめ

そして考えよう」をテーマに、岩根区の地域

での子育てと通しての地域のあり方につい

て髙木和久様にお話していただきました。区町会や教育委員会、

まちづくりセンターからもご出席いただきアンケートを通してたくさ

んのご意見をいただきました。ロータリークラブの活動も地域の期

待に沿えるよう、また、今後も地域の皆さんにロータリークラブを理

解していただけるようにこの公開例会で感じたことを私たちもこれ

からの地域の発展や事業へと活かしていただければと思います。

さて、明日から家族親睦旅行に16名で城崎温泉へ行ってまいりま

す。1300年の歴史をもつ温泉で日頃の疲れを癒していただいて、

楽しい旅になるように皆様よろしくお願い致します。
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12:30 開会点鐘
国歌　君が代　斉唱
ロータリーソング
4つのテスト
3月のうた
お客様紹介
会員・夫人誕生祝
食事・歓談

13:00 会長の時間
幹事報告
委員会・同好会報告
卓話　川北清満会員

13:25 ニコニコ報告
出席報告

13:30 閉会点鐘

3月3日第1039回

次回例会3月10日
卓話　井島均会員

例 会 名 例 会 日 出席率

第1036回 2月10日 34 名 24 名 1 名 2 名 4 名 90.00%

第1038回 2月24日 34 名 22 名 1 名 名 4 名 76.67%

免除会員会員数 当日出席 事 前 事 後

2011年2月24日　第1038回　　

長 谷 川 正 勝 公開例会に教育委員会、湖南市区長会、まちづくりセンターの皆様、ようこそおいで頂きま
した。

山 本 善 通 湖南ロータリークラブ公開例会にご参加いただきありがとうございました。髙木先生素晴らし
いお話を聞かせていただきありがとうございました。

石 田 晃 朗 髙木先生ありがとうございました。又、区長様町づくりご苦労様です。期待しています。

上 西 保 髙木和久様、本日「地域の子どもたちを見つめ　そして考えよう」と題して素晴らしいお話あ
りがとうございました。これからも未来の宝物、子どもさんをよろしく。

辻 孝 範 髙木和久先生ありがとうございました。

井 島 均 RCにはいつもご指導賜りありがとうございます。本日もご講演ありがとうございます。今後とも
よろしくお願い申し上げます。又、湖南市の区長の皆様湖南市教育長ほか職員の皆様本
日はご出席誠にありがとうございました。

川 北 清 満 髙木先生本日は聞けてよかったなぁと思える素晴らしい卓話をいただきありがとうございま
す。また、区長会の皆様、町づくりセンターの皆様ようこそおいで下さいました。

富 田 喜 義 公開例会、髙木先生始め沢山のお客様においでいただきありがとうございました。

中 川 三 夫 髙木先生卓話ありがとうございます。本日は公開例会、教育長はじめ各区長様大変お忙し
い中ようこそ。

甲 斐 切 稔 髙木先生本日はお忙しい中公開例会ありがとうございました。ご参加の皆様、地域の子ども
たちへのご指導よろしくお願い致します。

徳 島 り つ 子 髙木先生、本日はありがとうございました。ご参加の皆様方にも平松善雄ごりの地域活動御
礼申し上げます。

塚 本 茂 樹 髙木和久様、卓話ありがとうございます。奥村教育長、区長会の皆様本日はありがとうござい
ました。

田 村 義 教 髙木先生、有意義な卓話をありがとうございました。教育委員会、区長会、まつづくりセン
ターの皆様ようこそお越し下さいました。

石 原 久 歳 髙木先生、卓話ありがとうございます。例会ご出席の皆様忙しい中ありがとうございます。

青 木 正 伸 お客様の皆様ようこそ湖南ロータリークラブへ。髙木先生わかりやすく課題の見えてくるお
話ありがとうございました。

三 峰 張 巨 髙木先生、今日は勉強になりました。子どもが成人し教育を考えないでよくなったと思って
いましたが地域で子どもを育てる大切さを感じました。ありがとうございました。

澤 田 淳 髙木先生、講演ありがとうございました。現代社会の生活様式を考えれば無縁社会の広がり
は止まらないのでしょう。そんな時代だからこそ積極的にコミュニティーに参画していくこと、
させていただくことが豊かな地域社会に繋がっていくのですね。ちょっと遅かったかもしれま
せんが幹事も大変参考になったのでは・・・・

青 木 善 政 早退お詫び

お詫び：
先週の週報に長谷平官会員のニコニコが掲載されていませんでした。お詫びと共に累計
の訂正させていただきます。先週累計２，３69，０００円→２，３７４，０００円

本日合計　５８，０００円　　　累計２，４３２，０００円

クラブ名 ビジター受付 クラブ名 ビジター受付

3月4日 金 東近江 平常通り 3月21日 月 五個荘能登川 無し
3月8日 火 水口 平常通り 3月22日 火 水口 平常通り
3月9日 水 大津東 平常通り 3月23日 水 八日市南 無し
3月15日 火 野洲 平常通り 3月28日 月 五個荘能登川 平常通り
3月16日 水 栗東 平常通り 3月30日 水 大津東 平常通り
3月17日 木 草津 平常通り 3月30日 水 近江八幡 平常通り
3月17日 木 びわ湖八幡 平常通り 3月30日 水 八日市南 無し
3月18日 金 東近江 平常通り

例会日 例会日



公開例会に区長様、教育委員会、まちづくりセンターからたくさんお越し頂きました。

ご講演いただきました髙木先生、ご出席いただいたみなさんありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事　　大角　道雄

1. 本日例会は次年度会長井島　均会員の卓話です。

2. 次回例会は川北清満会員の卓話です。

3. 前回の公開例会皆様御協力ありがとうございました。参加者よりアンケート

　　結果を別紙の通りまとめさせて頂きました。このアンケートを参考に今後の

　　活動に反映できればと思っております

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：湖南市教育研究所　　　髙木 和久　様
                                                            　　　　　　会場：十二坊温泉「ゆらら」

「地域の子どもたちを見つめ　そして考えよう」
　　　　～地域と協働で子どもを育てる　岩根小学校コミュニティスクールの取組から～

　今日までの高度経済成長や、社会の急激な変化に伴う大きなうねりの中で、豊か
さを求めるが故に、私たちが無くしてきたものは大きい。そして、子どもたちにかか
る負担も大きく、荒れや、非行、不登校等様々なリスクを抱えてきた。また、社会が
生み出したきめ細かい役割分担社会は人々の自己責任意識を生み、保護者や子
どものストレスや孤立感を増幅させ、一方で、格差社会の構造が子どもたちの学び
の二極化を顕在化させてきている。

　そうした、地域社会と家庭、学校を人々の「汗と絆」でなめらかに繋ぎ、ストレスや孤立感を生まない地域社会
を創ること（草の根的なソーシャルインクルージョンが機能する学校・地域づくり）、さらには、子どもたちが地域
自治を担う時、少子高齢化はピークとなり、地域を支える担い手を育成していくことは地域の必要不可欠な課
題となることから、「コミュニティスクール」をその課題解決策のツールとして設置した。

　当初、コミュニティ・スクールの中枢機能である「学校運営協議会：理事会」で、「子どもの課題を共有する」た
めに、子どもたちの様々な実態把握や方策が検討された。そうした中で、学校と地域・家庭が共に子どもの教
育課題の解決に向けて汗をかける協働の取り組みが大切である、とのことから、生活に不安を抱える子ども、特
別支援教育対象児、外国籍児童への支援を重要課題とし取り組むこととした。

【特別支援ボランティア】
　　　　　　　　　　　　　　今日ますます個性化する家庭環境の中で、特別支援教育対象児の存在は顕在化し、
　　　　　　　　　　　　　　その二次的な障害として荒れや不登校があったのも現実である。こうした課題を解決す
　　　　　　　　　　　　　　るための教職員の増加は見込めない現況から、子どもたちの困り感を少しでも解決する
　　　　　　　　　　　　　　方策を地域のボランティアに求めた。
　　　　　　　　　　　　　　特別支援教育は難しい、資格を持っているのか、プライバシーは漏れないか等々多くの
　　　　　　　　　　　　　　心配の声もあったが、ボランティアへの信頼と課題は全て校長の責任とし、とりわけ子ど
もに向き合う鋭い感性を持つボランティアに依頼し、子どもたちの困り感の解決に向けた。現在では、特別支援
学級の子ども及び普通学級で困り感を持つ子どもへの支援を一週間を通じてボランティア活動が実施され、子
どもたちの穏やかな生活や学びの環境も確立しつつある。

【「土曜教室」の取り組み】

　学校の教育評価を学校運営協議会で実施された際、子どもたちの学びの二極化の課

題が大きなテーマとなった。また、アンケートの結果、家庭での積み上げ的な学習が不

可能な家庭や、不安に思っている家庭が８７％にもおよんだ。そのことから、学校、地域

でどのようなことが出来るのかを理事会において話し合われた結果、次のような地域主

体の取り組みが始動した。

　学校で、保護者、子どもと懇談し、了解を得られた子どもたちに、地域の退職教職員、

地域の大学生、地域の支援ボランティアが、毎週土曜日、午前中、年３０回の学習支援をまちづくりセンターで

実施している。

【「店長修業」の取り組み】

　「子どもたちにとって学校も地域の一部、地域も子どもたちの学びの学校」を合い言葉に、学校と地域の教育

力が子どもたちの育ちを支えていく土壌づくりが、何より大切であると考え、３年生は総合学習で、６年生は夏

休みに、地域の商店にお願いし、地域で学ぶ就労体験を実施している。

　また、子どもたちの今日的課題である、体験不足、問題解決能力不足、コミュニケーション

能力不足と、子どもたちが地域の自治を担う一員としての力を培うために、「子どもをお客さ

んにしない」をテーマに、湖南ロータリークラブの皆さんの支援と、地域、

学校、三者の協働で、思川の河川環境保護の取り組み「ホタル育成事

業」を実施し、子どもの主体的な活動を促す取り組みに力を注いできた。

  地域よし、家庭よし、学校よしの「三方よし」の中でこそ、子どもは育つと考え、「地域と一となった学校づくり」

コミュニティ・スクールを薦めているところです。

親睦委員会より

3月4日5日と兵庫県城崎温泉へ家族親睦旅行へ行きます。

3月4日　８時３０分　ロータリー事務所出発となっておりますのでご

出席の皆さんよろしくお願い致します。


